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薩前の 反応 と異なる反応 の出現を強化する手続きの 効果 （｛）
　　　　　　　　　

− 2 反応 を 1系列 とす る系列反応 の 場合一

　　　　　　　　　　　〇山岸直基　　　　　　　 小野浩
一

　　　　　　　　 （駒沢大学人文科学研究科）　　（駒沢大学文学部）

　個 体 の 行動 は さ ま ざ ま な環境要 因に よ り変動を増加さ

せ る。た とえ ば 、消 去 や 、強化率 の 減少 に よ り反応変動

が増加す る （Morgan ＆ Lee，1996）。また 、 直前の 反応 と

異な る反応 の 出現を強化す る手続き （1agス ケ ジ ュ
ール ）

に よ っ て も反応変動 が増加す る こ とが報告され て い る

（Page＆ Neuringer，1985）。彼 らの 研究 で は 2 っ の キーを

使用 し、 ほ と ん どの 実験にお い て 8反応を 1系列とする

系列反応が使用 さ れ た。こ の 場合 、 出現可能な系列反応

は 256 種 類 に な る 。 本研究 で は 2 反応を 1系 列 とす る 系

列 反 応 を使用 し、 出現可能な系列反応を 4 種 類 とす る 比

較的単純な場面を設定 し、 そ こで の Iagス ケ ジ ュ
ー

ル の

基本的機能を個体内および個体間 ヨ
ー

ク トデザ イ ン を用

い て 調 べ た 。 ま た 、 参照す る系列数 （直前の 1系列 、 直
前 の 2 系列 な ど） の 違 い に よ る反応変動 の 変化を調べ た 。

　　　　　　　　　　　 方法

【被験者】大学生 15名 （男性 7名 、 女性 8名）。個体 内

ヨ
ー

ク トデザイ ン に よる もの 5 名 （男性 2名、女挫 3 名）、
個体 間 ヨ

ー
ク トデザイ ン に よるもの 10名 （男性 5 名 、 女

性 5名 ： 5 ペ ア ） で あ っ た。
【装置 】パ ーソ ナ ル コ ン ピ ュ

ー
タ NEC 　PC9801RX を使用。

【手続き】被験者 に、120cm × 225　cm の 部屋 の 中に あ る コ

ン ピ ュ
ー

タの 前 に 座 っ て もらい 、左右 の マ ウ ス の ボ タ ン

を好 きな順序で 2 回押すと 、 得点 で きるときもあ るが 、
得点で きな い とき もあ る こ と、で きる だ け多 くの 得点 を

得 る よ うに が ん ば る こ と を教示 し、実験を始め た 。 個体

内 ヨ
ー

ク トの 被 験者 に 対 して は Iag 条件→ ヨ ーク ト条件
→ lag条件の 順 に条件を変化 させ た。個体間 ヨ ーク トの 被

験者 に 対 して はペ ア の
一

方が Iag条件、もう
一

方が ヨ
ー

ク ト条件を行 っ た。
Iag条件　こ の 条件 に お い て被験者は 、 直前 の 系列反応 と

異 なる系列反応が生起す る とポ イ ン トが得 られ る強化 ス

ケ ジ ュ
ール （lagス ケ ジ ュ

ー
ル ）に さ ら さ れた 。 また、直

前 の 系列 反 応 と 同 じ反応 が生起す る と短 い タイ ム ァ ウ ト

に な っ た。そ して 、 参照 さ れ る直前 の 系 列数を 1系列 、

2 系列、 3系列 （lag ユ、 lag　 2 、　 Iag　 3 ： lag に 続 く数

字 が 、 直前 の い くつ の 反応系列 と異 な っ て い るとポイ ン

トが得 られ るかを示 して い る。たとえは 、 lag　 2は 直前 の

2 っ の系列反応 と 異な っ て い るとポイ ン トが得 られ る）

の 3種 類と し、lag　 1 → lag　2 →iag　3 → lag　2 → lag　 1の

順序で 実験を行 っ た 。 次の iag条件 に移行する ための条
件は、2 回以上 の セ ッ シ ョ ン を経験 した上で 、2 回 目 も
しくは 3回目の セ ッ シ ョ ン で 80％ 以上の 反応がポ イ ン ト

を得 たとき、また は 同
一セ ッ シ ョ ン を 4 回経験 した とき

とした 。

ヨーク ト条件　個 体 内ヨ
ー

ク トデザイ ン に お い て は、は

じめ に 経験 した 1ag 条件 に お い て 、 ポイ ン トを提示され

た 試行 と同 じ試行に お い て ポイ ン トが提示された。たと

えは lag　 1 条件 に お い て 3 、4 、 7、9 試 行 目に ポ イ ン

トが 与え られ た 場合、ヨ
ー

ク ト条件 に お い て も反 応 の 種

類とは無関係 に 3 、4 、7 、9試行目に ポイ ン トが与え

られ た 。 個体間 ヨ
ー

ク トデザイ ン で は、ペ ア と な っ た ：ag

条件の 被験者がポ イ ン トを提示 さ れた 試行 と 同 じ試行 に

お い て ポイ ン トが与え られ た。ポイ ン トが与え られな い

場合、Iag条件 の とき と同様に 短 い タ イ ム ア ウ トに さ らさ

れた 。 個体 内 ヨ
ー

ク トデザ イ ン で は、セ ッ シ ョ ン 数 は は

じめに経験 した Iag条件 に お い て経験 した セ ッ シ ョ ン 数

と同 じで あ り、個体間 ヨ
ー

ク トデザイ ン に お い て は、ペ

ア と な っ た lag 条件 の 被 験 者 が 経 験 した セ ッ シ ョ ン数 と

同 じで あ る。

　すべ て の 条件に お い て 1 セ ッ シ ョ ンは 100試行 と した。
また、反応変動の 指標 と して U −value （MiUcr ＆ Frick，1949 ）

を使用 した。その 計算式を以下 に 示す 。
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p，
は 生起 し うる 4 つ の 系列反応の 出現確率を示 して い る 。

4 つ の系列反応が均等に生起す ると U −value は 2 に近づ

い て ゆ くが 、 同 じ反応を繰 り返 して い る とそ の 値 は 0 に

近 づ い て ゆ く。

　　　　　　　　　　　 結果

　図 1 に 個体 内 ヨ
ー

ク トデザ イ ン に お ける 各被験者 の セ

ッ シ ョ ンごとの U ．vatUC と強化数 の 推移を示す。すべ て の

被験者 に おい て は じめ の lag条件で は ほ とん どの セ ッ シ

ョ ンに お い て U−value は 2 に近い 値を維持し、 ヨ
ー

ク ト条

件 に 移 行 す る と、減少 して い る。しか し 、 減少 の 程度 に

は個人差があ っ た 。 そ して 再度 1ag 条件 に 移行す る と、
2 に 近い 値 で安定 した 、、また、1ag 条件 の なかで は、　 lag

1 の ときは他の Iag　2 、
　 lag　3 の ときよりも U −value が小

さか っ た。Iag　2 と Iag　3の 差 は なか っ た。

　図 2 に 個体内 ヨ
ー

ク トデ ザイ ン に おける各被験者 の 直
前 の 1反応 と 異な る反応 、 直前 の 2反応 と異な る反応、
直前の 3反応 と異 な る 反応 そ れ ぞ れ の 出現数 の 推移を示

す。直前の 3反応 と異な る反 応 は 必然的 に 直前 の 2反応、
1反応 とも異 な っ て い る。直前 の 2反 応 と 異 な る反応 は

直前 の 1反応 とも異な っ て い る。こ れ らの 反応数は は じ

め の lag条件 に おい て は 100 に 近 い 値をと っ て い る。そ

して 、
ヨ ー

ク ト条件 に移行 した後 、 3つ の 反応 は減少 し

て い っ た 。 直前の 2 つ と、直前の 3 つ の 反応 と異なる反

応 の 減少がすべ て の 被験者 に お い て特に 顕著 だ っ た 。そ

して、1ag 条件に 移行す る とす べ て の 反 応 は ま た 100 に 近

い 値を とるように な っ た。また、1ag条件 の な か で は 1ag
1に おい て は直前の 1 つ の 反応 と異な る 反応 の 出現数が

100 に 近 い値を示し 、 他 の 反応は低い 値だ っ た。Iag　2、
1ag　3 に お い て はすべ て の 反応が 100 に 近 い 値だ っ た。

　個 体 間 ヨ
ー

ク トデザ イ ン に おけ る結果 は 個体内 ヨ
ー

ク

トデザ イ ン と同様の結果を示 した 。

　　　　　　　　　　　 考察

　本研究 に よ り、1agス ケ ジ ュ
ール の 行動 に及ぼ す 2 つ の
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図 1　 反応変動 （U−value ）と強化数 の 推移

効果が明 らか に な っ た。 1つ めは、4 つ の 系列反応 の 出

現数の 偏 りを減少さ せ る、すなわ ち反応変動を増加 させ

る こ とで あ り、2 つ め は lag ス ケ ジ ュ
ール が直前の 反応

と異な る反応 の 出現を制御するとい うこ とで ある 。

　 2 反応を 1系列 とす る系列反 応 に お い て 、 直前の 3 つ

の 反応 と異なる反応を多 く出現 させ るた めに は 、
4 種類

の 系列を順番に 生起 しなければな らない 。 そ うす る と 4

種類 の 系列反応数は均等 に な っ て ゆ く。本研究 の 結果 も、

直前 の反応と異なる反応 の 減少に伴う反応変動 の 減少お
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図 2　直前の反応 と異な る反応の 出現数

よび 、 直前 の 反応 と異な る反応 の 増加に伴 う反応変動 の

増加を示 した。したが っ て 、 本研究 に お い て は、1ag ス ケ

ジ ュ
ール は直前の 反応 と異 な る反応を制 御す る こ と に よ

っ て反応変動を変化 させ た と考え る こ とがで きる。

　　　　　　　　　　 引 用 文献

MMer ＆ Fτick　1949　Psychological　Review，56，
311−324．

M ・・g・・ ＆ L・・ 1996P ・y・h・i・glcal　R ・c・・d・46・145−159・

P・g・ ＆ N ・u ・i・g・r　 1985J ・um ・1・f　E・P ・・im・ntal 　P・y・b°1°脅

　　gy：AnirnaL　Behav正or　l’recesses ，11，429−452．

一 85 −一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


